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 少年法制の意義・理念














⑵ 平成 12 年改正
⑶ 平成 19 年改正
⑷ 平成 20 年改正
⑸ 他の改正――今後の課題
 日本の特徴と問題点

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































なお，昭和少年法ができてから昭和 40 年代の第 1 次改正論議までの間にも
























































































































































































































































































































⑷ 平成 20 年改正











































のなら，ドイツの若年成人，準成人にならって 18 歳から 21歳までを少年手続
と刑事手続の選択を可能とするべきだと思います。もっとも，日本の少年はよ





























































































































































田宮裕 =廣瀬健二編『注釈少年法〔第 3版〕』（平成 21 年，有斐閣）
廣瀬健二『子どもの法律入門』（平成 17 年，金剛出版）
廣瀬健二編著『少年事件重要判決 50選』（平成 22 年，立花書房）
外国法制について
簡潔な紹介として，田宮 =廣瀬・前掲 5頁以下，詳細については，廣瀬健二「海




河原俊也「諸外国の少年法制・少年事件処理の状況(1)2002 年，2004 年及び 2007
年法改正後のフランス共和国における少年事件処理の実情」家月 60巻 10号 2
頁（平成 20 年）
森健二「同(2)アメリカ合衆国における少年事件手続の実情」家月 61巻 6号 1頁
（平成 21 年），渡部信吾「同(5)米国ネブラスカ州の少年司法について(上)(下)」
家月 62巻 5号 1頁，同 62巻 6号 1頁（平成 22 年），佐藤康憲 = 谷口康二「同
(6)アメリカ合衆国イリノイ州及びニュージャージー州の少年法制」家月 62巻


































飯島泰 =親家和仁 =岡崎忠之「『少年法の一部を改正する法律』の解説」家月 61
巻 2号 1頁（平成 21 年）
廣瀬健二「我が国少年法制の現状と展望」ケース研究 301号 39頁（平成 21 年）
少年法制の現状と展望（廣瀬健二） 131
今後の展望等





本稿は，平成 21 年 9 月に司法研修所で行われた平成 21 年度少年実務研究会にお
ける講演録に加筆，補正を加えたものである。講演は裁判官等に向けたものである
が，法科大学院生，卒業生にも参考となると思われるので，司法研修所のご了解を
得てここに登載させていただくこととした。時間の制約等から大幅に要約し，省略
しているところが多いので，制度の詳細等については参考文献を併せて参照してい
ただきたい。
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